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私たちのキャンパスライフ!

平成26年度「イブニングセミナー」開講
　「福島県の復興を支える工学技術～ロハスの工学を用いた日本大学工学部の取り組み」と題した課外講座／イブニング
セミナーを、5月8日(木)から7月24日(木)にかけて計11回開催しました。各学科の教員が、健康で持続可能な生活スタイルを
支える「ロハスの工学」を用いた取り組みや開発中の技術を解説。工学部の学生のみならず、参加された企業や一般の方々
にも今後の復興に役立つ有意義なセミナーとなりました。
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　平成26年度日本大学特待
生及び各種奨学生賞状授与
式を7月17日(木)に執り行
いました。詳細は右のとお
りです。
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平成26年7月24日　 ご意見・ご要望がございましたら、お気軽にお寄せください。2014 No.241 この印刷物は
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環境にやさしい植物油インキ
「VEGETABLE OIL INK」で
印刷しております。

このパンフレットは環境に配慮した
「水なし印刷」により印刷しております。

屋内相撲場が完成

中村玄正名誉教授らの活動が日本水大賞環境大臣賞を受賞

献血キャンペーンを実施しました

環境美化に伴う学内清掃の実施

大学院特別講義を行いました
ラグビー日本代表の大野均選手が歴代最多出場記録達成

東北地区大学総合体育大会壮行会

「ウーズレー4/44」を日本自動車博物館へ寄贈

　6月19日(木)、平成26年度東北地区大学総合
体育大会壮行会が行われました。今大会に出場
する体育会所属11団体を代表し、硬式テニス部
の矢部峻暉さん（生命応用化学科3年）が、声高
らかに健闘を誓いました。その宣言通り、各団体
とも力を発揮し堂々の成績を収めてくれました。

　この度工学部では、敷地内に屋内相撲場を建
設しました。東京電力福島第一原発事故による
放射線の影響を気にせずに子どもたちに相撲を
楽しんでもらおうと、郡山市と福島県相撲連盟の
要望を受け、実現したものです。4月20日(日)に、
日本大学の田中英壽理事長、大塚　兵衛学長、
出村克宣工学部長、門馬秀夫県相撲連盟名誉会
長ら関係者約30名が出席し落成記念式典が行われました。出村学部長は「国技
である相撲が盛んになるきっかけになればうれしい」と語っていました。落成記
念の相撲大会には、県内各地から小中学生約100名が出場し、真新しい土俵の
上で白熱した相撲を取っていました。

　この度、日本大学名誉教授の中村玄正氏(元工学部教授)が
会長を務める『清らかな湖、美しい猪苗代湖の水環境研究協
議会』が、第16回日本水大賞環境大臣賞を受賞しました。
　同会は工学部や福島県、民間団体などが参加し発足された
もので、猪苗代湖の水質保全のための水生植物等回収活動を
展開してきました。6月17日(火)に東京で行われた表彰式に
出席した中村氏は「受賞を励みに猪苗代湖の水質日本一の復活を目指すととも
に、若い世代に活動を伝えていきたい」と語っていました。

　工学部では、毎年学内で献血キャンペーンを
行っています。今年も5月・6月に計3回実施しまし
た。毎年必ず献血しているという4年生や初めて経
験したという1年生など、のべ81名の学生が協力し
てくれました。2027年には101万人分の血液が不
足すると言われています。工学部でも若者の積極
的な献血へのボランティアを呼び掛けています。

　環境美化に対する学生の意識向上を目的に、学
術文化サークル連合会、体育会主催による環境美
化に伴う学内清掃を7月14日(月)から18日(金)に行
いました。情報工学科棟や50周年記念館、54号館周
辺を中心に、各班に分かれてキャンパス構内のゴ
ミや煙草の吸殻等を収集しました。学術文化サー
クル連合会会長の神山遼さん（情報工学科3年）は

「私たちの活動を通して、学生自らがキャンパスの美化を心がけ、ゴミを捨て
ないようにしてほしい」と呼びかけていました。

　日本大学大学院工学研究科では、教育課程を超
えた幅広い教育研究に資するため、毎年「大学院
特別講義」を行っています。今年度は7月9日(水)に
トヨタ自動車株式会社性能実験部車両安全開発
主幹の木内透氏による「自動車の安全技術 －死傷
者ゼロに向けたトヨタの取り組み－」、7月10日
(木)に 追手門学院大学地域文化創造機構 特別教授の水野彌一氏による「アメ
リカンフットボールと機械工学」を開講。本研究科学生のみならず、一般の方
にもご聴講いただきました。最先端技術やこれまでのあらゆる人生経験等の
話もあり、大変貴重な講義になったようです。

　工学部卒業生でラグビー日本代表の大野均選手（東芝ブレイブルーパス所
属、平成12年度機械工学科卒）が、5月30日(金)に東京秩父宮ラグビー場で行わ
れたリポビタンＤチャレンジカップ・サモア代表戦に出場し、日本代表としての
通算出場試合数「82」の歴代最多記録を達成しました。
　大野選手は、平成13年に工学部から東芝府中(現東芝)に入社し、平成21年か
ら平成22年シーズンでは、トップリーグの最優秀選手（ＭＶＰ）にも選ばれてい
ます。また、昨季までリーグベストフィフティーンを9回受賞、平成16年に初めて
日本代表に選ばれ、これまでに主将も務めました。平成19年、平成 23年にはＷ
杯に出場しています。また、6月26日（木）には工学部を表敬訪問されました。

　この度、自動車部が56年間に渡り歴
代乗り継いできた英国車『ウーズレー
4/44』を石川県小松市にある日本自動
車博物館に寄贈いたしました。昭和33
年に当時の自動車部の部員らが購入
し、ラリーレース等で使用され、学生た
ちに夢と希望を与え、豊かな感性を育んできましたが、現在では部品供給が難し
い状況になっていました。
　6月12日(木)本館前にて行われた自動車部OB会による歓送会には、卒業生や
現役部員、関係者約50名が参加し、『ウーズレー4/44』の最後の走りを見届けま
した。今後は、数々の名車が並ぶ日本自動車博物館の1台として展示されます。

平成26年度新入生集合写真（2014.4.24撮影）

■ 新入生特集 ■

■新入生の声　P1-2

■新入生行事紹介　P3-4

一歩一歩進んでいこう！
未来の自分へとつづく道



一歩一歩進んでいこう！
未来の自分へとつづく道
ようやく大学生活にも慣れてきた新入生たち。どんな夢や目標を持っているのか、
どんな大学生活にしたいのか、新入生にその思いを語ってもらいました。

父親の経営する会社で行っている、断水せずに水道管を加工するという
仕事に関心を持ち始めたことが土木を目指すきっかけでした。工学部の
土木工学科なら水に関する幅広い研究があり、将来役に立つと思いまし
た。下宿では他学科の友だちもでき、まるで毎日が修学旅行のようです。開
放感のある伸び伸びとした環境で、よく学び、よく遊んで、充実した学生生
活を送りたいと思っています。

水に関する幅広い知識を身につけたい

目
標

夢は父の会社をメジャーにして、不断水
道を世界に広めること！測量学にも興味
があり、将来仕事で使えるように技術を
修得したいです。

声Freshman’s voice新入生の
新入生特集

（東京都出身）
廣木 太一さん

施設や設備などの学習環境だけでなく、就職サポートも充実しているとこ
ろに魅力を感じ、工学部を選びました。入学前の印象とは違い、個性的で
親切な先生方ばかりで、講義も毎回楽しみです。全科目Ａ以上の評価を取
れるように勉強を頑張ることはもちろん、人脈づくりや視野を広げるなど、
自分を磨きたいと思っています。この4年間で、将来の人生プランについて
もしっかり考えたいです。

資格取得に励み、自分を磨いていきたい

目
標

自分が設計した家を建てることが私の夢。
資格にはどんどん挑戦していきたいと思
い、今は学内で開講されている宅建講座
を受講しています。

（宮城県出身）
成澤 麻衣さん

高校の先生から紹介され、工学部のオープンキャンパスに参加した時、雰
囲気がよく、楽しそうな大学という印象を受けました。入学して北桜祭実行
委員会に入ったら、先輩方がやさしく接してくれて、思ったとおりよりよい
大学生活を送れると思いました。ものづくりに興味があり、工作機械いじり
に面白さを感じています。将来は工業高校の教員になり、自分の技術を伝
えていきたいです。

勉強とサークル活動を両立させること

目
標

勉強とサークル活動の両立が目標です。
北桜祭実行委員会では、よさこいや宝探
しの企画を担当。みんなで楽しめる北桜
祭にしたいと思っています。

（群馬県出身）
倉澤 薫さん

工学部に入学したのは、臨床工学技士の資格に魅力を感じたからです。環境
や設備が整っていることも決め手になりました。専門分野の授業についてい
けるか不安もありましたが、1年次は基礎からじっくり学べるので、普通科出
身者でも大丈夫。新入生学外研修で友人もでき、今は大学生活を存分に楽し
んでいます。将来は、震災復興や地域の人々のために役立つ人になることが
目標です。（臨床工学技士課程は許可制により2年次から）

臨床工学技士の資格取得を目指して

目
標

臨床工学技士の資格を取れるように頑張
ります。その他、電気に関する資格をたくさ
ん取得し、将来の仕事に活かしたいと思っ
ています。

（福島県出身）　　　  （茨城県出身）
高久田 悠さん　堀米 綾香さん

私は高校の時から化学に興味があり、将来は人に役立つ化学製品の研究に
取り組みたいと考えています。工学部はキャンパスがきれいで、勉強に集中
できる環境が気に入りました。友だちができるか心配でしたが、みんなやさし
くてすぐに仲良くなりました。異文化コミュニケーション研究会には、さまざま
な国の留学生もいます。たくさん仲間をつくって、楽しい大学生活にしていき
たいです。

仲間をたくさんつくって大学生活を充実させたい

目
標

新しいことに挑戦したり面白い研究を
見つけることが目標です。そして誰も見
たことのないものを創造したいと思っ
ています。

（タイ王国出身）
スッパプルック ルンファーさん

もともとコンピュータが好きで、情報工学を学べたらこの上なく楽しいだろう
と思い入学しました。日本大学というブランドと生活費の安い郡山というのも
選んだポイントです。入学して驚いたことは図書館などの充実した施設と、
“早い、安い、美味い”の3拍子揃った学食。ここで学べるものは何でも学び、た
くさんの人の話を吸収し、多くの経験を糧にして夢に突き進んでいきたいと
思います。

多くの経験を糧にして夢に邁進する

目
標

私がなりたいのは脳科学者。現代コン
ピュータネットワークを基に生物の脳を分
析して、たくさんの人との意思疎通に役立
てたいと考えています。

（栃木県出身）

土木工学科1年

建築学科1年

機械工学科1年

電気電子工学科1年

生命応用化学科1年

情報工学科1年

ラハマン ラビブライスさん
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開講式
大学生活のスタート

第3回工学部体育祭
参加することに意義がある！

“ロハスの工学部”へようこそ。開講式の会場に集まった約
1,200名の新入生たちは、緊張感とともに少しずつ大学生に
なったことを実感しながら、大学生活をスタートさせました。

サークル勧誘
先輩と仲良くなろう

体育会・学術文化サークルなど約80団体が、新入生
のために行う1週間限定のサークル勧誘。先輩たち
の趣向を凝らしたさまざまなパフォーマンスに、新入
生たちも魅了されていました。

●ガッツリ勉強して資格を取り、サークル活動も頑
張って充実した大学生活にします。

●基礎から応用までしっかり身につけて、多くの人を助

ける仕事ができるようになりたいです！

新入生学外研修
友だちの輪が広がる

各学科に分かれて行われた1泊2日の新入生学外研修。観
光地を巡りその歴史に触れるとともに、宿泊先ではオリエ
ンテーションや懇親会が開かれ、友だちや教員との親睦を
深めました。

●親身になってくれる先生ばかりで安心しました!

●いろいろな出身地の友だちができました！

学年・学科・所属サークルの垣根を越えて、今年も熱い戦い
が繰り広げられた体育祭。大縄跳びや紙ヒコーキで圧倒的
な成績を収めた硬式野球部、○×クイズで知性を発揮した
ソフトテニス部や秋田県人会&個人チームなど、1年生も
奮闘を見せる中、昨年2位の陸上競技部が今年は1年生の
大活躍により見事優勝を果たしました。

新入生歓迎イベント
サークル活動は大学生活の潤滑油

●結果よりみんなで楽しめたことがよかった！

●来年も優勝目指して頑張ります。

HOT
VOICE!

●下宿の先輩に誘われて入りました。みんなフレンド
リーで壁がなくて楽しいです。

●やってみたかったドラム。今日がデビューでしたが、う
まく演奏できてよかったです。

HOT
VOICE!

HOT
VOICE!

フレッシュマンセミナー＆教養講座
人間力を身につける

1年生を対象にしたフレッシ
ュマンセミナーは、大学での
学習方法や社会人としての
人間力を身につけるための
講座。その学習の一環とし
て、各界の第一線で活躍す
る著名人を講師として招き、
人生観や世界観に触れる教
養講座も行われました。

●いろいろな方の話を聞いて、知らなかった分野
にも興味を持ち視野を広げたいと思います。

HOT
VOICE!

●体育会系も文化系もどちらもやってみたいです。

●サークルに入って先輩や友だちを増やしたい！

HOT
VOICE!

HOT
VOICE!

サークルごとに主催する新入生歓迎イベントも目白押し。
フォークソング同好会で行われた新入生歓迎ライヴでは、
総勢約30名による熱い演奏が10時間にも及ぶという、ま
さに体を張った歓迎ぶりを
見せていました。新入生が
参加するバンドもあり、初
めてステージに上がり最初
は緊張していた1年生も、
最後には「気持ちがよかっ
た！」と満面の笑みでライヴ
を楽しんでいました。

新入生行事紹介
新入生歓迎イベント満載！
大学生活を全力で楽しもう
工学部では、新入生が早く大学生活に
溶け込めるように、さまざまなイベントを開催しています。

新入生特集
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高校から専攻してきた土木をより専門的に学びたいと思い、大学に進学。4年
生になり、いよいよ本格的な研究が始まりました。私が衛生工学研究室で取り
組むのは、理想的な水環境の創造です。富栄養化の要因である土粒子に含ま
れるリンやpHの値を調べる溶出実験を行い、水質汚濁を引き起こす藻類増
殖を制御することが目的です。

土木工学科の水環境について学ぶ研究室を中心に、毎年春と秋に行われて
いる徳定川清掃。キャンパス内とその周辺の上流から下流、古川池などに溜
まったゴミを回収して、水質向上を目指しています。今年15年目を迎える伝
統的な行事で、卒業生もたくさん参加します。私も今年初めて参加。実際に
川の中に入ることで、水の淀みや流れの影響を実感できました。文献だけで
はわからない現場調査の大切さも学び、今後の研究にも役立ちそうです。

水環境の保全を目指す研究に向けて
現地調査の準備を進めています

それぞれ違う建物を設計することで、毎日一つひとつ新しい課題にチャレンジ
できるという建築分野の楽しさを実感しながら、設計の課題に奮闘する日々を
過ごしています。日本大学工学部は全国各地から学生が集まってきていること
が魅力のうちの一つで、4年間を通して広く深い交友関係を築くことができまし
た。大学院への進学を考えており、現在、二級建築士の資格を取ることを目標と
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一人暮らしで身についた料理の腕前
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郡山は都会で暮らしやすい
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私たちのキャンパスライフ！
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将来は地元新潟県の建設コンサルタント
の会社で、土木の知識を活かしたいと
思っています。即戦力として仕事ができ
るようにするため、1・2年次に学習した
測量学を再度勉強しています。

将来に向けて測量学を勉強中

工学部で毎年春休みに行われているヨーロッパ研修旅行。2週間でドイツ・
オーストリア・チェコ・フランス・イタリアの5か国を巡り、歴史的な建造物や美
術館の作品などを観て、異文化に触れる貴重な体験ができます。私は、2年
生の春休みに建築学科の友だちと一緒に参加しました。授業で習った建造物
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建築構造設計の授業が面白い
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全国からさまざまな業界の企業が
集まり、直接説明を聞くことができ
る工学部就職セミナーは就活の強
い味方です。その他、就職ガイダ
ンスや就職試験対策など工学部
の就職支援は充実しています。

就職支援が充実！
700社以上が集まる就職セミナー

役立つ
工学部のサポート
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太陽エネルギーについて学びたいと思ったことが、電気電子工学科を選択した
理由の一つ。また、大学時代に何か資格を取りたいと思っていたので、臨床工
学技士の資格取得に挑戦しています。臨床工学技士課程は、今年度から機械工
学科と電気電子工学科に設置されたカリキュラムです。医療施設や医療機器
メーカーへの就職にも有利。病院での実習もあるので、今から楽しみです。

大学での成果の一つとして
臨床工学技士の資格取得が目標です

私が所属するのは、自動車の安全に関する研究を行うバイオメカニクス研究
室。人と機械が共存する持続可能なライフスタイルの確立を目指すべく、交通
事故の死者を減らすための研究に取り組んでいます。もっと深く研究をしたい
と思い、学部生の早い段階から大学院進学を決意。日々の研究によって自己研
鑚するとともに、学会発表や研究室での輪講を通して伝える力を磨いていきた
いと思っています。

日々の研究によって自己研鑚する
研究漬け大学院生活です

電気電子工学科 2年居城 規介さん
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機械工学専攻 1年向川 康介さん

私が取り組んでいる研究は、交通事故の状況から負傷者の傷害を予測し自
動通報することで、人の命を助ける救命システムの開発です。医療に関する
データが必要なため、医科大学と共同で研究を進めています。毎月1週間程
度、医科大学に赴き検証データの調査や事例の検討会、カンファレンスを行
う中で、工学的な視点とは異なる考えを持った先生方と話すことは、自分に
とって大きな刺激になります。

他大学との共同研究は自分にとって大きな刺激
工学部卒業生でラグビー日本代表の大野均選手（東芝ブレイブルーパス所
属、平成12年度機械工学科卒）が、5月30日に、日本代表としての歴代最
多出場記録を達成。尊敬する大先輩の活躍はラグビー部員一同の誇りです。
現在、我がラグビー部は東北地区大学2部リーグに在籍。昨年は3位という
成績でしたが、今年は優勝して入れ替え戦に臨み、1部昇格を目指します。少
しでも大野先輩に近づけるよう、頑張ります !

現役で活躍する大先輩の大野均選手を誇りに
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学会での発表が多くなるのも大学院ならではの特徴で
す。授業でも自分の研究をプレゼンテーションする機会
があり、自分の研究をいかにわかりやすく伝えるか、他
の院生の発表も参考にしながら、プレゼンテーション力
の向上を図っています。

プレゼンテーション力の向上を図る

大学まで自転車で2分ほどの距離にあるアパートに住んで
います。近くに住んでいる友だちが、ＤＶＤを持ってよく遊び
に来ます。大学周辺に友だちがたくさんいることで、キャン
パスライフも一層楽しくなります。

友だちと楽しく過ごすキャンパスライフ

高校より専門的な授業
が多く、難しいことばか
り。でも理解できると楽
しくなり、電気電子工学
の面白さを実感します。 

専門的な授業
ばかりだけど、
わかると楽しい

高校から始めたラグビー。大学でも続けたいと思いラグビー部に入り
ました。グラウンドでの練習は水曜と日曜に行い、月曜はトレーニング
の日にあてています。体を鍛えるのも好きなので、トレーニングでも自
分の限界まで頑張っています。

月曜はトレーニングで汗をかく

指定された病院で受診すると、医療費
の3割を大学と契約病院または校友会
が負担してくれる学生医療割引制度。個
人負担ゼロだから、病気やケガをした時
に便利で安心できるサポートです。

個人負担ゼロ ！
学生医療割引制度

2013年度自動車技術会関東支部学術研究
講演会で『交通事故詳細データを用いた傷害
予測アルゴリズムの検証』の研究成果を発表
し、ベスト・プレゼンテーション賞をいただきま
した。大学院進学前に一つ実績を残せてよ
かったです。

学術研究講演会で賞に輝く

工学部図書館には数多くの蔵書が所蔵さ
れ、研究の参考資料として大いに役立ち
ます。工学部図書館にない資料は、日本大
学蔵書目録横断検索システムを使えば無
料で取り寄せも可能。医学に関する資料
が簡単に手に入るのも日本大学のネット
ワークのおかげです。

575万冊を
超える日本大学の
蔵書が入手可能 ！

マイホームと言っても過言ではないくらい、生活の
拠点となっているのがこの研究室。平日は朝8時
30分から夜11時まで、土日もここに来て研究漬
けの日々を送っています。

研究室が生活の拠点

役立つ
工学部のサポート

3

役立つ
工学部のサポート

4
病院・大学等

の補助
30%

健康保険給付
70%

個人負担なし※適用条件がありますので学生課で確認してください。
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私が所属するGeneral Sports同好会は、バレーボールやバスケットボー
ルなどさまざまなスポーツを楽しむだけでなく、サークルメンバーによる幼稚
園での企画立案など地域のための活動もしています。今は、夏祭りに向け
て、万華鏡づくり、スライムづくり、空気砲づくりなどの企画を考えていると
ころです。子どもたちは、すぐに反応し興味を示してくれるのでやりがいが
ありますし、教員を目指す私にとっては大変勉強になっています。

幼稚園でサイエンス教室を実施

とにかく勉強を第一に考え、成績アップを目標にしています。映像や絵が好きなの
で、興味を惹かれるのはコンピュータグラフィックスや画像処理などデザイン系の
勉強です。情報工学の専門知識はもちろん、英語力やコミュニケーション力など社
会人に必要なスキルも磨いています。ロハスの工学をテーマにさまざまな研究を
行っている工学部なら、きっと、これからの未来に役立つことも学べると思います。

勉強を第一に考えた大学生活
社会人に必要なスキルも磨いています

大学に進学したら化学を勉強したい。教員免許を取得したい。そんな夢を持っ
て工学部で学んできました。教職課程を履修し、6月には教育実習も無事終了。
所属する生体材料工学研究室では、先生やメンバーにも恵まれ、集中して研究
に力を注ぐ日々を送っています。卒業までの残りの時間は、友だちとの思い出を
たくさん作りながら、研究でよい成果を出せるように頑張りたいです。

先生になることを夢見ながら
大好きな化学の研究に力を注ぐ毎日です

情報工学科 2年國井 志保莉さん

LIVE A FULL CAMPUS LIFELIVE A FULL CAMPUS LIFE

英語は苦手な方でしたが、1年生の時、先生に勧められて英語の課外講座を
受けてから興味を持つようになりました。「情報と職業」の授業で、企業の方
の講演があり「これからの社会に英語力は絶対必要なスキル」と話されてい
たのが、とても印象に残っています。大学生のうちに英語力を身につけよう
と思い、英語購読や英語コミュニケーション、ＴＯＥＩＣの授業を履修していま
す。ＴＯＥＩＣの点数アップが目標です。

英語力を身につけるために
Life TopicLife Topic

生命応用化学科 4年奥畑 綾子さん

薬の効果を高めるために、繰り返
し投与が可能で血液中での滞留
性の高い薬物キャリアの開発を目
指して研究を進めています。新し
い物質を生み出す化学の力に興
味津々。教員になってこの魅力を
生徒に伝えたいと思っています。

新しい物質を生み出す
化学の力に興味津々

普段、学食やカフェで友だちと
お喋りしたり、週末はサークル
で仲間と活動することが一番
楽しいと思える時間です。工学
部なら4年間を通してたくさん
の人と関われると期待していた
とおり、学科や学年を越えた人
との出会いがありました。

たくさんの人と関われることが魅力

4年生になって履修している科目は教職課程の特別活動
論のみ。6月には教育実習を終え、いよいよ始まる採用試
験に向けて、教職課程の先生からアドバイスを受けなが
ら準備を整えているところです。

教育実習を終えていよいよ本番

自分でお弁当を作って持ってい
くこともありますが、ランチは
ほとんど学食を利用します。そ
の日の気分やスケジュールで、
カフェテリア、スカイレストラ
ン、学内コンビニという具合に
ランチスタイルも変えて楽しん
でいます。

私は学食派 !
時々カフェテリア、スカイレストラン、コンビニで

役立ったのはリメディアル教育などの学習サポー
ト。1年次は国語・英語・数学・理科のプレースメン
トテストの結果に基づいてクラス分けされるの
で、自分のレベルに合ったクラスで授業が受けら
れ、基礎をしっかり学ぶことができました。

レベルに合ったクラスで
基礎から学べる

プログラミングは難しいけど、面白い授業の一つ。苦労
する分、できた時の喜びも大きくなります。発想力も重
要なポイントで、友だちのアイディアやよいところも参
考にしながら、互いに技術を磨いています。

プログラミングは難しいけど面白い

大学生活の中での何よりの楽し
みは、友だちとお喋りしたり、と
もに勉強に励むこと。私の周り
にいる仲間はみんな優しくて、
毎日楽しく過ごしています。勉
強に対して真面目に取り組む姿
勢には、刺激を受けています。

優しくて刺激になる
仲間の存在

工学部で提供している新入生向けの下宿アパート情報は、物件が豊富。イ
ンターネットで検索できるだけでなく、大学の学生課窓口に直接相談でき
るから、好条件で安心できる物件を探すことができます。

物件が豊富！新入生向け下宿アパート情報
役立つ
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毎日楽しく過ごしています。勉
強に対して真面目に取り組む姿
勢には、刺激を受けています。

優しくて刺激になる
仲間の存在

工学部で提供している新入生向けの下宿アパート情報は、物件が豊富。イ
ンターネットで検索できるだけでなく、大学の学生課窓口に直接相談でき
るから、好条件で安心できる物件を探すことができます。

物件が豊富！新入生向け下宿アパート情報
役立つ

工学部のサポート

5

役立つ
工学部のサポート

6
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THAILAND

電車や新幹線の技術を学び、
タイの発展に貢献したい

機械工学科1年・タイ王国から日本大学工学部に留学サムーワイ　セークサンさん

異文化体験記 Overseas
Report

グローバル化が進む現代社会。今後ますます海外との交流やビジネスチャンスが

広がっていくことでしょう。そこで、海外留学などで異文化に触れた方々の体験記を

通して、世界を知る楽しさやその魅力をお伝えします。

　私は自分の能力を伸ばし、自国の発展に貢献したいと思い、日本への留学を決意しました。工学部の
機械工学科は、人々の生活を豊かにする機械を作るだけでなく、地球環境にやさしいものづくりを目指
していて、自分の学びたいことと一致していました。たくさんの学生が学ぶ日本大学のネットワークは、将
来就職でも役立つと考えたことも選んだ理由です。
　入学後に行われた1泊2日の新入生学外研修では、いわき市にあるスパリゾートハワイアンズに行き、
友だちもたくさんできました。その時のオリエンテーションで先生が話された「仕事はみんなで協力する
から成功する。人間関係を大切にしてほしい。」という言葉がとても印象に残っています。勉強はもちろ
ん、大学生活で人とのつながりも大事にしていこうと思いまし
た。異文化コミュニケーション研究会に入り、他の留学生との交
流もできました。同じアパートに先輩も住んでいるから安心で

す。今は英語大会に向けて、みんなで英語を上手に話せるように頑張っています。
　機械工学科で一番学びたいのは新幹線や電車の技術に関することです。車社会は道路の渋滞を招くと
ともに、排気ガスによる健康への悪影響も及ぼします。電車は便利な交通手段であり、問題解決につながる
と考えています。ここで学んだ技術を活かして、将来は、電車に関する企業で働きたいと思っています。

UNITED KINGDOM

勇気を出して
飛び込むことの大切さを学ぶ

生命応用化学科４年・イギリス　ケンブリッジ大学に留学大野 滉平さん

　日本と海外の大学ではどのような違いがあるのか疑問に思ったことがきっかけで、２年生の夏休みを利用
して短期留学に挑戦。友人や先生、新聞で読んだ日本人ノーベル賞受賞者の「海外挑戦は重要だ」という言
葉も後押しになりました。
　留学先として選んだイギリスのケンブリッジ大学では、英語とサイエンスの科目を受講しましたが、刺激的
で興味が湧いてくるような授業ばかり。特に屋外での授業が印象的で、日本と海外で授業形式が大きく異な
ることもわかりました。
　一番大変だったのは、ケンブリッジ大学の先生や学生に向けた日本を紹介するプレゼンです。発表はとて
も緊張しましたが、無事やり遂げることができた時の達成感は最高でした。

　平日は授業とケンブリッジ大学の学生が企画してくれたイベントなどを楽しみ、週末はイギリス国内のさまざまな場所
を訪れるなど、素晴らしい経験ができたと思います。研修中に数回行われたFormal Hallではテーブルマナーを学び、評
判よりも美味しかったイギリス料理を食べたり、お酒を飲みながらたくさんの方と話をしたことも思い出のひとつです。
　留学を経験して学んだことは、やりたいことに勇気を出して飛び込んでみることの大切さと何事も楽しみながら実行す
るのが重要だということ。この気持ちを忘れずに、難題にも勇気を持って立ち向かえるような積極性を手に入れ、生命応
用化学分野から医療技術の発展に貢献することが私の目標です。

UNITED KINGDOM

海外でも通用する
英語力を身につけたい

情報工学科3年・イギリス　アベリストウィス大学に留学小林 佳正さん

　私が１か月半の海外留学を体験したのは、２年生の夏休み。海外に留学し日本を外から見ることで、新たな発見が
あるのではないかと考えたからです。日本以外の文化に触れてみたいと思ったのも理由の一つ。いろいろな国の学生
が集まっているので異文化交流ができると聞き、イギリスのアベリストウィス大学に留学を決めました。
　講義はディスカッションが多く、みんな積極的に授業に参加していたのがとても印象的でした。他者に対しても興味
や関心を持って接してくれるので、互いにもっと知りたくなり親交も深まっていきました。国と国の壁を越え、一人の人
間として話せたことで、視野も広がったと思います。
　イギリスの夏は日が長く、夜８時を過ぎても明るかったのを覚えています。
観覧車に乗ってロンドンの街並を眺めた時、伝統的なヨーロッパの佇まいを
感じました。休日は海に夕焼けを見に行ったり、サッカーをしたり、旅行をした
り、とても充実した日々でした。

　中学・高校で学んできた難しい英語の文法は、コミュニケーションするうえで、あまり必要ないと思いまし
た。言葉で伝えられない時は、ジェスチャーで一生懸命伝えようとすれば、聞いてくれる人がいることも知りま
した。やはり、海外でも使える英語を学ぶべきだと思います。これから英語を学習するにあたり、実践を想定し
た英語力を身につけたいと思います。

FRANCE

自分自身の世界観や
視野を広げることができた

機械工学専攻修了・フランス　リヨン工科大学に留学プラワットローイ ノッパドンさん

　高校生の頃からずっと、先進国で技術や文化を学び、母国のタイの発展に活かしたいと思っていました。ア
ジアの先進国である日本に留学したのもそのためです。大学の4年からトライボロジーの研究に取り組む中
で、共同研究を行うフランスのリヨン工科大学には優秀な先生や研究者が大勢いると聞きました。ヨーロッパ
の先進国でも学んでみたいという思いがあり、リヨン工科大学なら最先端の試験装置や分析装置が数多くあ
り、研究には最高の環境だと思い留学先に選んだのです。そこでは、金属を有する薄膜の摩擦特性について研
究しました。まだ世界に数台しかない試験装置を見学したり、他の大学院生が取り組んでいる研究の話を聞く
など、さまざまな勉強ができました。
　海外では日本語が通じないため、慣れない英語を使わなければなりませんが、フランスでは英語があまり通

じないことに驚きました。大学内は例外ですが、学外での日常生活では英語も通じません。それを乗り越えられたことは、
自分にとって大きな自信になりました。
　たくさんの学生とこれまでの生き方、考え方、将来の夢などを語り合い、非常に刺激を受けました。留学先でできた友
人とは今も連絡を取り合い、友人が海外の研究所に行ったり、進学したりという話を聞きながら、日々刺激を得ています。
　留学を通して、自分自身の世界観や視野を広げることができ、とても有意義な経験だったと思います。これを活かして
常に好奇心を持って物事に取り組んでいき、多くの人や社会のために貢献したいと考えています。
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工学部の　　　　を
活用しよう！

就職支援
　工学部の平成25年度就職率は、学部で96.7％、大学院で96.6％と、高い
水準を誇っています。日本大学全14学部の中でも薬学部に次いで2番目に
高い実績となりました。
　平成25年度の各学科別の就職状況および公務員・教員採用状況を示す
とともに、企業からの声など、今後の就職活動について紹介します。

　平成25年度工学部対象の求人数は、昨年から1割増加し、約11,000社でした。就職率も昨年を上回る96.7％でした。特に理工系の
求人が増えていたことが好結果につながったものと思われます。全卒業者における進路決定率を見ても、88.6%（9月卒含まず）と、全国
平均をはるかに上回る実績をあげています。これは日本大学の中でも薬学部に次ぐもので、3つの理工系学部でもトップの数字です。公務
員・教員採用に関しても、順調に採用実績をあげています。

　工学部独自の就職セミナーは年3回6日間にわたり開催され、多数の企業が参加しています（平成26年2月開催のセミナーでは、738
社が参加）。学部独自では全国でも最大規模を誇るセミナーで、工学部の学生に対する企業の期待の大きさがわかります。内定につなが
る割合も高く、学内にいながら、多くの企業の人事担当者と面談できることは大きなチャンスです。

　就活がなぜうまくいかないのか、その原因がわからなければ、いつまでも同じことを繰り返してしまうでしょう。
就職指導課には専門スタッフがおり、学生一人ひとりの相談に応じていますので、一人で悩まず必ず相談してみて
ください。エントリーシートの添削、人事や社長宛ての手紙の出し方、模擬面接など、的確なアドバイスや指導も受
けられます。就職指導課の他、就職指導委員や研究室の先生方に相談することで、道は拓けてくるはずです。

平成25年度就職率96.7%（学部・大学院含む）

　6月に第2回工学部就職セミナーを開催しました。県内だけでなく、東北・関
東・近畿・中国まで、全国から264社の企業が参加しました。今後も就職セミ
ナーを行いますので、内定が出ていない学生は、ぜひ参加してください。また、一
人で焦らず、就職指導課や各学科の就職指導委員に相談することが大切です。

平成27年3月卒業・修了見込者への就職支援

全国平均を
上回る

高い就職実績

平成25年度
学部・大学院

就職状況

平成25年度
公務員・教員

採用状況

学部

大学院

就職者数

就職率

就職者数

就職率

電気 生命・物質 情報 合計

電気 生命・物質 情報 合計

公務員

教員

機械区分 学科・専攻

（学部・大学院含む）

機械

建築

建築

土木

土木

※物質化学工学科は現在の生命応用化学科 （ ）内女子数

就職行事
スケジュール

工学部キャンパス
第3回工学部就職セミナー

日本大学本部（東京）
日本大学合同企業セミナー

10
土18

10/8水・
12/10水

1回のセミナーで700社以上が集まる工学部就職セミナーを有効活用

求める人材の絶対条件は、ものづくりが好き
ということ。仕事の楽しさが理解できるからで
す。社会人になっても新しい知識や技術の修
得が必要ですから、自ら学ぼうとする姿勢が
大事になります。工学部の学生さんは素直な
人が多く、頑張れば伸びる可能性を秘めてい
ると思います。当社には工学部の卒業生が数
多く活躍していますので、そうしたネットワー
クを使って会社の詳しい情報を得て、企業研
究に役立ててください。

2月にも参加しましたが、インターネットだけではわからない、企業
の詳しい情報を知ることができるので、とてもためになります。直接、
自分の知りたいことを聞けるというのも大きなメリットです。就活を
進めるうえで、専門分野に限らず幅広く企業を見ることが大切だと
思いました。例えば、建設業は化学系ではないからノーマークでした
が、材料を扱うので化学の知識を活かすこともできます。これから就
活を迎える後輩の皆さんには、多種多様な企業の話が聞ける工学
部就職セミナーをぜひ活用してほしいと思います。

企業からのメッセージ

生命応用化学科4年

布施 尚行 氏（左）
内田 浩之 氏（右）

Voice 1 お客様とコミュニケーションを図れ
るかどうかが採用のポイント。勉強だ
けでなく、人とのつながりも大切にし
てください。また、一つのことを継続
してやり遂げるねばり強さや何事に
もチャレンジする姿勢は、仕事をする
うえでも必要な資質。就職活動では、
会社の名前で判断するのではなく、
自分が働いている姿を思い描ける会
社を選んでほしいと思います。

アルバックテクノ
株式会社

鉄建建設株式会社

小島 幸久 氏

Voice 2

月　日 行 事 内 容
9/20(土)

　〃
9/27(土)

10/11(土)

10月～12月
11/1(土)

　〃
11/15(土)
11/22(土)
　〃
11月～12月

第4回就職ガイダンス「自分に合う企業発見!
～理系学生のための業界・企業・職種研究講座」
就職常識試験
第3回インターンシップガイダンス

「体験者報告と振り返りワーク」
第5回就職ガイダンス「人気企業特別講演
～企業人事が語る『求める人材とは』」
キャリア研究講座（第3回･第4回）
第6回就職ガイダンス「自己PRはこう考える
～エントリーシート徹底対策Ⅰ」
日本語能力試験
第3回SPI模擬試験
第7回就職ガイダンス「志望動機のポイント～エントリーシート徹底対策Ⅱ」
第2回エントリー試験
業界別就職セミナー・就職活動体験発表会（各学科ごと）

月　日 行 事 内 容
12/6(土)
　〃
12/25(木)
1/24(土)

2/5(木)

2/6(金)
3/17（火）
3/18（水）
～20（金）

第8回就職ガイダンス「面接・グループディスカッション対策講座」
クレペリン検査
第1回実践模擬面接「集団面接・グループディスカッション」
第9回就職ガイダンス「ライバルと差をつける！
就職セミナー活用講座」
第10回就職ガイダンス「準備に不安のある方は必参加!
就活スタート直前講座」
第2回実践模擬面接「個人面接」
日本大学合同企業研究会･就職セミナー

第1回工学部就職セミナー

月　日 行 事 内 容
9/9(火)～12(金)
9/17(水)
9/20(土)～12/20(土) 
9/21(日)～12/20(土) 
11月下旬

夏期特別集中講座　1～3年次生対象
第2回公務員ガイダンス　全学年対象
基礎コース　主に1・2年次生対象
実践コース②　主に3年次生対象
第２回日本大学一斉公務員模擬試験　全学年対象

月　日 行 事 内 容
12/20(土)

2/12(木)～25(水)
3/10(火)～13(金)
3月下旬

第3回公務員ガイダンス「公務員合格者体験発表会」
全学年対象
実践コース③　主に3年次生対象
春期特別集中講座　3年次生対象
全国版公務員模擬試験　3年次生対象

98（2）

100%

3

100%

16

1

16

2

11

3

5

2

8

1

6

3

62

12

171（20）

99.4%

17

100%

141

94.0%

16

100%

164

95.9%

10

100%

110（17）

95.7%

22（2）

91.7%

136（15）

95.8%

18（1）

94.7%

820（54）

96.7%

86（3）

96.6%

就職指導課に相談しよう

就職ガイダンス・就職試験対策等スケジュール

公務員試験対策講座等スケジュール

工 学 部 就 職 情 報

、

参加した
学生の声
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　建築学科の浦部智義准教授と浦部研究室が計画・設計に携
わったプロジェクト『「地形舞台」－中山間地過疎地域に寄り添
う集落づくり拠点－』が、一般社団法人日本建築学会東北支部
の第34回東北建築賞作品賞に選ばれました。この賞は、東北地
方においてその建築文化や環境形成の向上に貢献し、地球環境
時代に相応しい優れた建築作品、東北地方で発表された将来性
が期待される研究活動、その他建築分野にかかわる重要な業績
を顕彰するものです。福島県の中山間地天栄村湯本地区にある
築100年を超えて空き家となっていた
茅葺の古民家を改修・用途変更して、
日常的にも気軽に集落の人が集まる
場所・舞台に再生した『地形舞台』。
「山間の過疎地において古民家を後
世に伝え、場所の記憶を継承しながら
も、新たな活用の可能性を示す好例」
として、高く評価されました。

『「地形舞台」－中山間地過疎地域に寄り添う集落づくり拠点－』が
東北建築賞作品賞に輝く

研 究 特 集

　建築学科の速水清孝准教授の著作『建築家と建築士―法と住宅をめぐ
る百年』（東京大学出版会、2011年）が、2014年日本建築学会著作賞を受賞
しました。この賞は、一般社団法人日本建築学会の会員が執筆した建築に
関わる著書であって、学術・技術・芸術などの進歩発展あるいは建築文化の
社会への普及啓発に寄与した優れた業績に対し贈られるものです。本書は、
日本における建築士法制定までのプロセスを辿りながら、建築士法がどの
ような理念でつくられたのかを明らかにすると
ともに、その後の建築士法をめぐる評価や批判
に関わる動きや言説について詳細に論じたも
のです。「建築家の『職能運動』から『建築史』
へというパラダイム変換を成し得たこと」、「建
築界がいかに社会に貢献しようとしたかを再
考するための建設的な素材」としても高く評価
されました。

近代日本建築史に新たな領域を拓いた著書が
日本建築学会著作賞を受賞

　土木工学科の中村晋教授の論文｢本震観測記録を利用した地
震動推定手法の精度とその向上策-2008年岩手・宮城内陸地震
における震源域を対象として-｣が、公益社団法人土木学会の平成
25年度土木学会の論文賞を受賞しました。本論文は、2008年岩
手・宮城内陸地震(内陸地殻内地震)における震源域での強震観
測点を対象に、地震動推定手法の違いが推定精度に及ぼす影
響について検討を行ったものです。強震記録が得られている地
点で地震動を複数の方法を用いて
推定し、用いた手法の優位性につい
て定量的な評価を行い、常時微動
計測や中小地震観測を実施するこ
とで地震動の推定精度が大幅に向
上することを示しました。海溝型地
震やスラブ内地震の事後推定にも
積極的に適用しており、論文賞に相
応しいと高く評価されました。

地震動推定手法の精度評価に関する論文が
平成25年度の土木学会論文賞を受賞

学術研究、地域貢献など、さまざまな分野で活躍する教員の研究活動を紹介。
※これらの研究については、工学部ホームページ「工学部広報 PLUS」で詳しく紹介しています。

　この度、土木工学科のコンクリート工学研究室（岩城一郎教
授、子田康弘准教授）では、民間企業との産学連携による、健全
で持続可能な橋、すなわち「ロハスの橋」を実現するための研究
プロジェクトをスタートいたしました。プロジェクトでは、2本の鋼
製の主桁上にタイプの異なる6種類のRC(鉄筋コンクリート構造)
床版を持つ橋の実物大モデルを作製し、工学部キャンパス内に
設置。自然環境に暴露された橋が、どのような物性を示すかを1
年間かけて計測します。1年後には塩害、凍害等の各種耐久性試
験や輪荷重走行試験機を用いた耐疲
労性の評価を行います。東日本大震
災で津波被害を受けた地域では、復
興に向けたインフラ整備が進められ
ていますが、本研究で得られた成果
は新しく造られる橋の設計・施工や、
老朽化した橋を架け替える際に大い
に役に立つものと考えられます。

健全で持続可能な橋をつくるための
『ロハスの橋プロジェクト』がスタート
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　科学研究費助成事業は、人文・社会科学から自然科学まで全ての分野にわたり、基礎から応用までのあらゆる「学術研究」を格段に発展させることを目的とする「競争的研究資金」であり、

独立行政法人日本学術振興会のピア・レビューによる審査を経て、独創的・先駆的な研究に対する助成を行うものです。今年度、工学部では以下の研究が採択されました。

　これから始まる就職活動について相談に
来ましたが、就職状況などについて詳しく教
えていただきました。説明も丁寧でわかりや
すく、親としても安心できました。大学では就
職に関する講座や対策などいろいろサポート
してくれているので助かります。

平成26年度科学研究費助成事業交付者

研究種目

基盤研究(Ｂ)

合計

は、新規採択者

※分担者、連携研究者は学内者（工学部所属者）のみ表記、補助対象事業者は研究代表者・分担者とする

採択件数合計48件（内新規24件）

新学術領域研究

学術図書

若手研究(Ｂ)

基盤研究(C)

挑戦的萌芽
研究

代表者氏名 研　究　課　題　名
今年度交付額（円）

直接経費 間接経費
分担者

（学内）
連携研究者

（学内）学　科 資　格 研究期間
（年度）

岩城　一郎

西本　哲也

尾股　定夫

児玉　大輔

堀井　雅史

子田　康弘

仙頭　紀明

浦部　智義

速水　清孝

市岡　綾子

若井　正一

柿崎　隆夫

齋藤　明徳

彭　國義

伊藤　耕祐

長尾　光雄

天野　耀鴻

鍬野　秀三

嶌田　聡

渡邊　博之

四方　潤一

野宮　正範

沼田　靖

石原　務

齋藤　義雄

若林　裕之

小林　義和

関澤　俊弦

中村　和樹

宮村　倫司

藤原　雅美

酒谷    薫

中山　誠健

奥山　克彦

根本　修克

平野　展孝

佐藤　公俊

杉山　安洋

川嶋　正士

中野　浩一

齋藤　俊克

山岸　吉弘

遠藤    央

内野　智裕

大山　勝徳

山田　隆行

加藤　隆二

山岸　吉弘

融雪剤の影響を受けて劣化した道路橋ＲＣ床版の診断･治療技術の構築

ヒト胸腹部の損傷メカニズムの解明による災害発生時の安全ガイドラインの作成

位相シフト法による走査型Nano-Haptic（ナノ触覚）顕微鏡の開発

イオン液体を利用した環境調和型CO2吸収分離再生プロセスの開発

冬季道路の線的路面管理システムの構築

水分凍結と材料劣化という積雪寒冷地域を考慮したＲＣ部材の疲労耐久性評価

液状化後の間隙の再配分を考慮した地盤変状評価手法の開発

東北地方に現存する野外舞台建築・芝居小屋の活用実態と地域における役割に関する研究

アントニン・レーモンドの設計手法に関する研究―戦前のスタッフとディテールを中心に

歴史的なまち資源を活用した復興まちづくり

居住形態の変容からみた身体周囲のアキ寸法の動的計測と可視化に関する研究

災害時における人間の動作を精密に考慮可能な集団避難行動シミュレーションの開発

マシニングセンタの精度低下予防のための日常検査方法の開発

気泡流被覆水中アブレシブ・サスペンション・ジェット生成法の確立

合金含有複合炭素皮膜(AMe-DLC)を用いた高機能接触表面の創成

変形性膝関節症の早期防止を目指した診断支援システム用センサおよび計測装置の開発

原発１基に相当するリラクタンス型洋上風力発電機の適応ロバストベクトル制御系の開発

臓器内「癌」治療用マイクロ波アンテナの開発

登山におけるリスク管理手法を共創する映像型コミュニケーションシステムの開発

自由記述式コースウェアに対応したＬＭＳの開発と学習データの分析

フィードバック制御型テラヘルツ波計測システムの研究

動脈硬化に伴う慢性膀胱虚血による低活動膀胱動物モデルの開発と病態の解明

高含水バイオマス変換プロセスにおけるダブルビームレーザーラマン定量技術の開発

ポリカチオン荷電性ポリマーを用いない多機能型核酸内包ポリプレックスの開発

新規pH応答性蛍光核酸による高感度なDNA―塩基識別法の開発

レーダを用いた北極域ツンドラ湖の環境変動に関する研究

テクスチャリングによる高品位塗装技術の開発

動的システムに対する組込み制御プログラムの信頼性検証に関する研究

薄い一年氷の表層部における電気的特性の研究

建築構造詳細解析の高速化のためのファイバーコースグリッドＭＧ法の開発

延性二相合金における重層的な強化機構と高温変形律速機構の解明

鍼灸によるストレス緩和作用の神経基盤の解明

ヒトが手で触れて知覚する質感と感性を定量的に評価する手法の開発

含トリチウム水分子THOの分子振動の選択的励起によるin-situ分離

ナノスケールで金属を配置した固体高分子型燃料電池空気極用非金属担持炭素触媒創製

植物分解に適した遺伝子組換え嫌気性細菌の作出とバイオリファイナリーへの利用

水素・メタン発酵消化液中のイオン浮選によるリン回収

異常が発生しても実行を継続できる柔らかなソフトウェアの研究

ＬＭＳを使った英語教員が作成できるe-learningプログラムの開発

教育学における身体教育の位置づけ：二つの「身体」（生体・媒体）に基づく歴史的検討

ハイブリッド型繊維補強によるポーラスコンクリートの耐久性の改善

大工棟梁「明王太郎」の建築生産活動に関する研究

ブルンストロームステージに適合する片麻痺患者支援のための動作解析に関する研究

骨リモデリング応答型生体硬組織修復デバイスの創製

遠隔共同作業者間の話者交替と脳活動の比較による意思疎通の失敗とその兆候の発見

高次元データの多変量解析についての統計的推測に関する研究とその応用

分光計測による光触媒反応効率決定因子の解明

木割表現論
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電気電子

生命応用
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機械
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情報
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総合教育
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生命応用
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情報
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建築

建築

機械

生命応用

情報

総合教育

生命応用

建築

教授

教授

研究所教授

准教授

教授

准教授

准教授

准教授

准教授

専任講師

研究員

教授

教授

教授
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研究員

教授
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准教授
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ＰＤ

教授
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助教
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小計 75,800,000 22,470,000
98,270,000合計

ご父母との連携を深め、
教育の充実を図るために

ご父母の皆さまからいただいた貴重なご意見は、次回の実施の際にも役立ててまいります。
今後ともご指導ご鞭撻をいただけますよう、お願いいたします。

この場をお借りいたしまして、ご参加いただいたご父母の皆さまに感謝申し上げます。

その他の
感想・
ご意見

●先生が思ったよりフランクで話しやすかった。
●東京の懇談会にも出席したが、今回は直接担任に詳しく話を聞けたのでよかった。
●話を聞いて視点を変えることができ、子どももやる気になった。
●学食の値段は少し高くてもメニューのバリエーションを豊富にして、野菜もしっかり摂れるようにしてほしい。
●ワクワク感あふれる授業展開など、向上心のある学生をうまく伸ばしていく仕掛けを考えてほしい。

土木工学科
3年生のお母様
（岩手県）

　親として知らないことが多かったので、情
報を得るために参加しました。大学院のこと
など詳しく話が聞けて大変勉強になりまし
た。子どもも同席させればよかったですね。
工学部は施設設備が整い、環境にも恵まれて
素晴らしい大学だと思っています。

建築学科
4年生の

お父様・お母様
（福島県）

　子どもがどのような大学生活を送っている
のか知る機会がないので、父母懇談会を理由
に様子を見に来ました。直接先生から出席や
成績について細かく説明していただいたり、
今後どうすればよいかアドバイスもいただけ
たので、参加してよかったです。

機械工学科
2年生のお母様
（栃木県）

　就活の心構えについて貴重な情報が得ら
れ、大変ためになりました。いろいろ資料もい
ただけて来てよかったです。Ｗｅｂでの情報
発信も必要ですが、見ない方もいるでしょう
から、保護者にも情報がしっかり届くようにし
てほしいと思います。

電気電子工学科
3年生の

お父様・お母様
（茨城県）

　大学院に進学するか、就職するか迷ってい
ました。個別面談では大学院についても分か
りやすく説明してもらい、よく理解できまし
た。日本大学のネットワークは大きいし、入っ
てくれてよかったと思っています。単位を落と
さないように卒業してほしいですね。

生命応用化学科
3年生のお父様
（福島県）

　就職状況の詳しい資料があり、どんなとこ
ろに就職しているのか、将来どんな道がある
のかもよくわかりました。ここは都会の大学と
比べてキャンパスが広く、自然にも恵まれて
います。落ち着いた環境の中で学生たちも伸
び伸びしているところがよいと思います。

情報工学科
2年生のお母様
（神奈川県）

平成26年度
父母懇談会

　工学部では、ご父母の皆さまとの連絡を密にし、
ご子女に関する各種のご相談及び工学部に対する
ご意見ご要望等をお伺いし、ご子女への教育の充
実を図るとともに、ご父母のご意見を学部運営に反
映させることを目的に、毎年父母懇談会を実施して
います。個別面談を行い、ご子女の成績や進路等に
ついて学生本人も交えた相談の場としてもご活用いただいております。
　今年は5月31日(土)に開催し、200組のご父母の皆さまにご参加いただきまし
た。70号館を会場とし学科ごとに教室を設けて学部や学科の紹介、生活や就職
についての説明を行いました。ご子女が大学でどのように学んでいるのか、工学

部はどのようにサポートしているのかをご理解いただく良い機会にもなっています。
　個別面談では、学生一人ひとりの授業の出欠や履修状況を確認しながら、今後の学習の進め方を指導したり、就職や大学院進
学などの進路についての相談に教員が懇切丁寧に応えました。ご参加いただいたご父母の皆さまからは、足を運んだ甲斐があっ
たとご満足いただけたようでした。

父母懇談会、工学部に対するご父母の声
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